
て,3,4才になると苅mR位はもちろん,低爪Ui位のメス

にも中心部から氾い 山される｡また交TiSJ抑こなると,

3,4才のオスは非交FiJU)とくらべて中心部に近よらな

くなる｡

ニホンザルの記号行動

他者の存在とオペラント行動1)

沿脇 三 良 (中京大 ･文)

(日 的)

隣按した部屋におかれたニホソザルが視覚的聴覚的コ

ソタクトのもとに,相手のサルに食餌を与えるようにな

る過程をオペラソト条件づけによって検討することを目

的とした｡

(方 法)

一方のサルのパネル押し反応に対して,FR50の強化

スケジ3.-ルにより,食桝が与えられる｡ある条件では

自分だけに,ある条件では自分と相手の両者に食mが与

えられるような状況を設定する｡

それらの条件を変化させることにより,サルの行動と

くにWOrkingサルの行動を行動累研記録群に記録す

る｡相手のサルに食mが与えられるかどうかは,パネル

ラソプの色に上って規定される｡

(研究経過)

オペラソト条件づけの手続きにより,パネル班作とパ

ネルラソブの色の弁別が,1日6C髄化,FR50のスケジュ

ールで学習された｡まず相手ザルが隣接の部屋にいない

状況で,ついで視覚的聴覚的コソタクトのある隣接の部

屋に相手ザルの存在する状況で突畝が行なわれた｡

相手ザルの餌と関係なく,位匠偏好反応が示されたの

で,自分のみに桝が出る,または相手のみに桝が出る条

件が設定された｡サルは自分にPの出るパネルを示すラ

ソプの色を弁別していることが,はっきりと示されたの

で,もとの条件つまり一方のラソブのあるパネルを叩け

ば自分と相手,もう一方のパネルを叩けば自分のみに餌

がLuる条件に戻された｡さらに ランプの色を逆に した

り,どちらのパネルを叩いても自分に餌が出ない条件な

どが加えられた｡

(和 栗)

以上の経過から,自分にmが出さえすれば,サルは相

手のサルに爪が出ても山なくても反応することが明らか

になった.自分に桝が出なければ,サルの行動は斑ちに

消去した｡

人間の行動研究からm批された動物の利他行動も,孤

かい条件を分析すると,社会心理学で定説している概念

が必ずしも明確でなく.利他行動の背後には利己が搭ん

でいることが示現された｡

群構造と母子関係 (野生ニホンザル群)

小林 紀子 (お茶の水女子大学)

和択山系に生tRするニホソザル郡の内,現在は3郡に

mlすけがなされている｡木研兜では中でも研究の進んで

いる天昭山群(約100訳)で祝祭をおこなった｡母猿の陳

TT行動の変容と千位の母御 こ対する行動の変容を郡内の

各個体の行動と合わせて祝祭するために,メス猿を大き

く上 ･中 ･下の肺位掛 こまとめて割 田位から母子を選び

出した｡観察期間は出産が始まる4月から遊牧が始まっ

て群が研き場に出なくなる6月までの約2ケ月と,冬期

に2ケ月程おこなった｡観察には1回15分で30秒毎に行

動をチ&ツタするチーツタシートを用い,同時に母子と

それに係わった個体の行動をできるだけ記録した｡チJL

ックする行動の頭目はR.A.Hindeの研究を参考にし

た｡規矧 土昭和48年度から続いておこなったもので以下

にまとめると,

①48年度-,上位のT3狐は常にボス猿から攻撃を受けてい

て,子yl'主の行動に規制を加える期間が長 く,逆に

②ボス狂主と友好的な下位の母校は子粒の行動を規制する

Ju]問が文机､｡生後 1まnrtn位は子持はT3祝から離れよう

としたがf3位は規制をしていた｡

③中位の母御 ま2咋な皿して,子粒の行動本位で規制は

ゆるやかであった｡

◎49年度,上位の付狐は当時のボス投が郡から去ったた

めに子粒への行動規制な加える那 口は短 くなった｡

⑤下位の母校で特に孤立的な行動をする切合には,千位

への拒否的行動が顕著であった｡

授乳,世m･等の両で全ての母粒が充分におこなった｡

グルーミソクの時間は49年度の方が増加し,ボス猿が去

って群が持ちついたためと想われる｡家系的結び付き,

年令等の考察は割愛した｡

餌付け集団における個体間EE離 ,対人距乱

VoealAggression宜の測定一近攻 ,中国三

集団の比較 (その 1)

藤井 尚故 (阪大 ･人間科学)

米川 文班( 〝 )

小山 市正 ( JV )

行動研究の立切から,宮島,勝山,嵐山の≡集団にお

ける個体問距離 (袋田成員の狭集程度)対人距虻 (逃走

距離,改野距敵等)と,諸事態におけるV∝alaggres･

sion正を測定し,集団特性および集団の緊張度を分析比

較した｡(i)個体問距離のmlJ定 '･通常の餌まき時に,餌

場の中心に半径4mの円を措き,その中にのみ餌を ま

き,円内の布置個体を一分おきの写共振紛 こよって記録
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した｡(ii)対人距錐の測定 :腰をおろしている状態の個

体に対して,位置移動が生じるまで人間が近づきその間

の個体の表情,behaviorの変化をVTRで記録し二者

問の距鮭で分析した｡(iii)vocalaggression畳の&1J

定 :飼切な中心とした群の一日の行動のうち食餌時およ

び休息時を任意に抽出し指向性マイク,テープレコダー

によって1回30分間におこるトラブル事態の発声頻度

(昔節数)参加個体数等を測定した｡本実験は,昭和49

年6月1日より7月10日の期間であった｡宮島集団は食

餌時に円内に同時に有カオス4匹が入れたb勝山集団で

は,節-位オスのみ,鼠山塊団では,節-位第二位オス

が入れた｡また,宮島集団では68匹中53匹が円内に入れ

たのに対して,勝山柴田は204匹中32匹,嵐山柴田は187

匹中45匹の各最高値が得られた｡Ⅴ∝alaggression量

においても勝山蛇田は,食餌時,休息時ともにvocal量

が少なく,また トラブル数,トラブル参加個体数も,宮

島 ･嵐山両集団に比べて少なかった｡また,対人距離で

紘,個体と人との距離4.4歩 (13歩･≒30cm)で,avoid

が現われavoidの約1渉手前でflightposture,fear

grimace,mouth open,threat,vocalizationが生

じ,約3歩手前で browsup,earsbackwardが生じ

たが,集団問の差はあまりみられなかった.なお,結果

の分析および考察の詳細は,校会を改めて述べる予定で

ある.,

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理学的研究

ニホンザルのVE欠乏時における血中VEと

中枢神経系の変化

岩田 毅 ･難波益之 (岐阜大 ･医)

目的 :Ⅴ欠乏時の中枢神経,末梢神経,筋肉,肝の

変化を,光田的,組級化学的,電顕的,生化学的に険索

し,その変化と病的変化を比較険討する目的で,本研究

を行った｡今回の報告では,中枢神経の病変についての

み述べる｡

方法 :幼君ニホソザル4既を用い,下記飼料 (VP欠

乏食.コソトロール食)で1年間飼育した｡

VP欠乏食

CASEIN 18g CHOLINE 0.lmg

LARD 7.2 INOSITOL 0.1

CORNSTARCH47 Ca.PANTOTHENATE

SUCROSE 22 2

SALTMIX 4 NICOTINICACID

LINOLEICACID0.8 2

VITAMINA 50iu FOLICACID 0.5

VITAMIND 5iu VITAMINBI 0.5

(VITAMINC 20mg)VITAMINB之 0.5

VITAMINB6 0.5

VITAMINK8 0A4

コソト｡-ル食は上記飼料にVBを添加した｡最後に

組織生検および捲流固定をして試料を採取した｡

結果 :コントF,-ルほ現在まだ実験艦統中であるが,

VE欠乏食を投与したサルは,約1年を経過した時点で,

エサ摂取畳が低下し,また脱毛,皮膚乾燥,下肢筋力低

下が目立った.体重は実験中軽度増加あるいは不変で,

捲流固定時には実験前よりも減少していた｡血中Vnは

開始前1.3-2.0mg/dl-終了時0.5-0.2mg/dlと明らか

に低下していた｡2頭とも後索核付近-こ軸索ジストt,フ

イー変化が認められた｡HE染色で挑紅色,内容はやや

親粒状,周辺はやや不鮮明で直径約20ミク｡ソ前後の不

整円形物として認められた｡これは老ニホンザルやヒト

老人に見出されたものに比較して,エオジソに対する決

色性がうすく,いかにも若いと言った感じを与えた｡ま

た老ニホンザルや ヒト老人での軸索ジストロフィーは

LFB染色でしばしば 浪青色を基するが,本突放のもの

は,ごく軽度の青色を示すのみであった｡数も本研究の

ものでは少なかった｡大脳では Betz運動神経細胞に膨

化が認められた｡

霊長類の姿勢 ･運動制御の中枢神経機序1)

佐 木々和夫 (京大 ･医)

川口 三郎 ( 〝 )

水野 昇 ( 〝 )

久保田 競 (盟長 ･研)

浜田 生馬 く 〝 )

7匹のアカゲザルを用い,ネソプタール麻酔下で-側

の延髄下オ1)-プ核を電気凝固により破壊し,術絞1カ

月以上生存せしめて神経学的な症状観察を行い,故小間

極法により小脳を中心としたニユーロソ回路の働作扱序

を研究し,更に神経組枚挙的検索を行うのむ 目的 とし

た｡しかし,手術後長期間生存して35日日に徴小花気生

理学的研究をなし得たものは1例であった｡術後13日,

5日間生存したものが夫々1例で,他は術後1-4日の

間に死亡した｡従って,神経症状観察と現先生理学的検

索の上で不十分な成果しか得られなかった｡結果は次の

如くである｡

1) 1側の下オ1)-ブ核破壊で両側の上肢の運動不全が

1) 大脳小脳問神経回路の研究 弟52回日本生理学会

大会 (1975.4.4)
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